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 1 ．調査の目的

　日本古典奇術の代表芸の一つに「胡蝶の舞」がある。これは、紙で作った蝶を扇であおぐと、

蝶は生きているかのように空中を舞い戯れるというもので、非常に熟練の技を要する芸であ

る。幕末期、日本人手品師による欧米巡業時の新聞記事をはじめ、多くの文献、史料にその上

演図は載っているものの、方法を解説したものは、ほとんどない。なぜかといえば、その仕掛

けや方法については秘中の秘とされ、一子相伝の口伝として伝えられてきたからである。それ

ゆえ断片的な史料しか残っておらず、不明な点が極めて多い。ここでは、江戸期、明治期の手

品伝授本、絵ビラ（絵番付、引札）、新聞などの史料から“紙の蝶が空中を飛び回る現象の手品”

を選び出し、そこから胡蝶の舞に関するさまざまな知見を得ようとするものである。

 2 ．調査の方法

　現在、胡蝶の舞は二つの方法が伝承されている。一つは、帰天斎派の伝える「浮連の蝶」、

他の一つは一陽斎派の伝える「胡蝶楽」である。ところがこの二つの胡蝶の舞は、似ているよ

うでも、実は全く別系統のもので、仕掛けのつけ方、紙蝶の作り方、趣向や型、口上など、ほ

とんどすべての点において異なっている。けれども共通する点は、①紙の蝶を使うこと②紙の

蝶が空中を飛び回ること③扇を使うこと④演者が操作をおこなうこと⑤仕掛けがあることなど

である。そこで、江戸期、明治期の手品伝授本の中から「紙の蝶が空中を飛ぶ」という現象と

関連のある箇所を選び出し、その内容と方法を調べた。次に、現存する絵ビラ、錦絵、新聞な

どから胡蝶の舞の演技図を選び出し、その手品師を確認した。一方、江戸末期に胡蝶の舞を実

際に見た人の見聞録については、その内容を参考にした。

　本稿は現存の「手品伝授本」、「胡蝶の舞の演技図が載っている絵ビラ、錦絵、新聞」、「胡蝶

の舞に関する記述がある文献」などをもとに、胡蝶の舞を実証的にとらえようとするものであ

る。
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 3 ．文献、史料の調査

（１）「紙の蝶が空中を飛ぶ」という現象が書かれている手品伝授本は次のとおりである。

①神仙戯術（しんせんげじゅつ）

《原文》

※日本最古の手品伝授本とされている『神仙戯術』に「紙蝴蝶飛」という一文があり、まさに「紙

の蝶を飛ばす手品」と思われがちであるが、内容は全く別のものであり、これさえも本当に出

来るかどうか疑わしいところがある。いずれにしても“紙の蝶を飛ばす”という最初の記述で

ある。

（手品伝授本）陳眉公・著述、馬場信武・編、元禄 9年（1696 年）、13 丁

紙蝴蝶飛

真正陽起石不拘多少搗爛如粉調水刷白紙上陰乾向日剪胡蝶成片々飛去

此術ハ白紙を蝴蝶のごとくきりて飛するの法なり正真の陽起石を多少にかまハずつきて

たゞだらかして粉になし水にてときて白紙の上にぬりかげぼしにして置キとばさんとおも

ふ時日ニ向テこてふのかたちをきりなせば片々としてとひさるなり。
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②珍術続さんげ袋

《原文》

※糸を欄間に通して紙の蝶を空中に飛ばす方法が解説されている。“紙の蝶に糸をつける”と

いう最初の記述である。

一 紙にて作りたる蝶を飛はす

紙にて作りたる蝶を飛す

かねて白糸のほそきを懐中して座敷へ出紙にて蝶を作りかの糸を蝶につけ座敷のらんまの

ぬきへ通し帯に糸のさきをつけ扨只今中へ飛まするといひさま立のけハ蝶糸にひかれて上

ル也しかし夜ハ黒糸よし

（手品伝授本）環中仙い三・撰、享保 12 年（1727 年）、上巻 8丁、下巻 12 丁
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③絵本一興鏡（えほんいっきょうかがみ）

※『絵本一興鏡』は、宝暦 5年（1755 年）に発行された『仙術夜半楽』の改題再版本である。

《原文》

※紙の蝶に“扇を使う方法”が初めて記された文献である。仕掛けは、しゅろぼうきの“しゅ

ろの毛”を使う方法が解説されている。

あふぎの絵の草花に蝶たハむるゝ術

あふぎの絵に蝶たハふる仕かた

はな紙をミじかく引さき。しゅろぼうきのしゅろを一本取て。其紙をゆい図のごとくにし

て。あふぎのほねの間より出して。下にてしゅろの毛をひねれバ。上の蝶あふぎの絵に。

戯るゝごとし。ともし火遠き所にてつかふべし下の図のごとし

（手品伝授本）幾篠・述、明和 5年（1768 年）、28 丁
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④手妻早稽古（てづまはやげいこ）

※『手品傳受集』に全く同じ挿絵と文章が載っている。また、十方舎一丸・著『手妻早傳授　初編』、

同『手づま傳じゅ』、同『手妻山早合点　初編』、同『長崎傳法手じな早指南』では、文章と人

物は同じであるが、湯呑み茶碗がなくて草花の絵になっている。

《原文》

※③の『絵本一興鏡』と同じく、ほうきの“しゅろの毛”を使う方法が書かれている。

○扇の絵に蝶の戯れるでん

鼻紙をミじかく引さきはうきのしゅろを一本とりて其帋を図のごとく結つけ扇の骨の間よ

り出して下にてしゅろの毛をひねれバあふきの絵にたハふるゝがごとし尤夜ハともし火と

ふき所にてつかふべし

（手品伝授本）著者不明、柳川一蝶斎・序、文久 2年（1862 年）、20 丁
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⑤秘事百撰　初編

《原文》

※五九の「蝶をたたせる法」は、いわゆる“ヒョコ”と呼ばれる手品で、糸の端を髷と畳に固

定して、糸の真ん中に紙の蝶をつけて扇であおいで飛ばす方法である。胡蝶の舞の原型ともい

える。

五九　 蝶をたゝせる法ハ是も箸のごとくにして糸のまん中に紙のちょふを付て扇にてあを

げば蝶のごとくたちまわる是も一入おもしろきもの也

（手品伝授本）智徳斎・著、文政 10 年（1827 年）、45 丁
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⑥座鋪手からくり

《原文》

※ヒョコの手品で、糸に蝶やかんざしなどをつけて踊らすというものである。

すが糸のさきにはりをつけてむこうのたゝミのへりにかくしてさし糸さきをあたまにはさ

みかミをいとにまるめ此ゑつのごとくにしてつかうべし

くものあがりさかりハあたまのかけんニありあたまを目たゝぬようにしてつかうべしはし

もかんざしもミなずのごとしいつれもいとニ付てあたまにてつかうなり

あたまに毛のなき人ハえりにはさみてつかうなり

（手品伝授書）森竹平司・発行、江戸末期、1枚、15.5 × 41.5 ㎝
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⑦新撰てづ満の種

※松旭坊・著『座敷即席手妻』、同『新撰弄碗珠の種』、同『 の種』にも同じ挿絵と文章が載っ

ている。

《原文》

※“糸を欄間にとおし、扇子で紙の蝶をあおぐ”の記述がある。

▲かミにて作りたる蝶をとばすでん

白いとの細きをかくし持てかミにて蝶をつくり其いとを蝶につけあるひハらんまなどの如

きへとふしおびにいとのさきをつけ扇子うちわにてもあをげバまことの蝶のごとし

但シ夜ハくろいとにしすがいとをもちゆる

（手品伝授本）松旭坊・著、都賀載文堂、嘉永 2年（1849 年）、16 丁
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⑧花之笑顔

《原文》

※“すが糸を墨で染める”の記述がある。

十ニ 紙乃蝶飛す傳

すが糸を墨にてそめ図のとふり糸ニ紙をひねり扇子ニて程よく飛すべしよくとぶなり

（手品伝授本）著者不明、江戸末期、7丁
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⑨妙術座舗手品

《原文》※写真の右下

※“すが糸の長さ三尺”と糸の長さが、“その糸を頭の髷につける”と糸をつける場所が書い

てある。

ちよとばす傳

すがいと三尺バかりあたまのまげニつけ其いとのさきニちよをつけあふぎニてつこうべし

（手品伝授本）著者不明、新井吉五郎・板、江戸末期、2丁
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⑩西洋手術（せいようてじな）

《原文》

※“びんつけ油使用”の記述がある。

柳川一蝶斎紙蝶々ノ傳

すがいとあとさきをびんつけあぶらにてつけてかみをしねりちょうをこしらいて下よりあ

をぐべし

（手品伝授書）三舛家藤吉・伝授、明治前期、16 × 169 ㎝　　　（国立劇場蔵）
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⑪柳川種調之傳（やながわたねしらべのでん）

《原文》

※ヒョコの方法であるが、紙の蝶を扇であおいで高く飛ばしている図が描かれている。

（手品伝授本）著者不明、明治前期、3丁

紙のてうをつかふでん

むかふよりすがいとをはり其糸に紙のてうをつけあふぎニて浮かふべし
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⑫西洋魔法鏡（せいようまほうかがみ）

《原文》

※絹糸を黒く染めて、その糸を扇と紙蝶に付けておこなう方法が解説してある。

紙にて蝶とばせるでん

すが糸を黒く染てつの如く付てあおぐべし

（手品伝授本）綿引辰之助・編、明治 18 年（1885 年）、25 丁
※同じ方法が、綿引尊照・発行『萬國奇術秘法』に載っている。
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⑬西洋利学伝授物　中

《原文》

※紙の蝶を“茶碗のふちに飛ばす方法”が解説されている。胡蝶の舞の手順の中にも、茶碗の

ふちに蝶を遊ばせる場面がある。ただし、なまり玉は使っていない。

（１）のまとめ

　江戸期に発行された手品伝授本は約 150 種、明治期に発行された手品伝授本は約 350 種であ

る。この中から「紙の蝶が空中を飛ぶ」という現象が書かれている伝授本 13 種を選んで内容

を検討した結果、「しゅろの毛を使う方法」、「糸を使うヒョコの方法」、「糸を使う別の方法」

の三つに分類することができる。しかし、胡蝶の舞の方法を明確にしかも詳しく解説した伝授

本は見当たらない。

△茶碗のふちちょちょをあるかすでん

ちゃわん中へづのごとくのなまり玉をつけたすがいとをいれこれをちゃわんのふちにかけ

その糸に紙のちよちよをつけて人にみられぬよふニいれおくなりそれをせんすにてあをぐ

といのく物なり

（手品伝授本）安江文五郎・編、明治 19 年（1886 年）、8丁
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（２）胡蝶の舞の演技図が載っている絵ビラ、錦絵、新聞は次のとおりである。

①怪談大仕掛座鋪手品　東都　一蝶斎改　柳川豊後大掾

「元祖蝶のいっきょく」の記述がある。初代・柳川一蝶斎は弘化 4年に柳川豊後大掾を受領する。

倅の柳川文蝶が二代目・柳川一蝶斎となる。

（絵ビラ）貞房・画、江戸末期、33.6 × 48.0 ㎝
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②江戸風流　手がらく里　柳川黄蝶

家紋が柳川一蝶斎のそれと異なっている。柳川黄蝶については不明である。演目は「千羽胡蝶」、

「玉手箱」、「金魚移し」、「水芸」、「三社の当てもの」、「玉子雀となる」などである。

（絵ビラ）作者不明、江戸末期、36.5 × 49.0 ㎝
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③大坂下り　風流手品　養老瀧五郎

養老瀧五郎の絵ビラであるが、何代目かは不明である。絵ビラ④も同じ養老瀧五郎であるが、

家紋が異なっている。その理由は分からない。演目は「胡蝶の舞」、「組上げ蒸籠」、「竜宮浦島

の曲」、「妖怪人形手品の曲」などである。

（絵ビラ）芳□・画、江戸末期、33.4 × 48.5 ㎝
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④太夫　養老瀧五郎　若太夫　養老瀧之助

（絵ビラ）禮山・画、江戸末期、31.8 × 46.0 ㎝　　　　　　（大阪府立中之島図書館蔵）
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⑤東京手品　一流水の曲　養老瀧翁齋

絵ビラ④「養老瀧五郎」と⑤「養老瀧翁斎」は同一人物である。記録によれば、養老瀧五郎は

明治 4年、剃髪して養老瀧翁斎と改名するとある。両方の絵ビラに描かれた演目は「水芸」、「胡

蝶の舞」、「妖怪人形手品の曲」、「竜宮浦島の曲」などであり、その他大蛸、蝦蟇、地雷也の絵

も描かれている。また家紋も同じである。

（絵ビラ）蘭渓・画、明治前期、34.0 × 48.6 ㎝
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⑥刃渡り　養老瀧五郎（仮題）

二代目・養老瀧五郎（大坂）は、刃渡りの芸を得意とした。この絵ビラには７種類の刃渡りの

図が描かれている。太夫が剣先渡りをしながら胡蝶の舞を演じている。

（絵ビラ）国廣・画、江戸末期、33.0 × 45.8 ㎝
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⑦大道具　怪談てしな　鈴川春五郎　若太夫　小春

「蝶の一曲」の見出しがあるので、鈴川春五郎は胡蝶の舞を演じていた。

⑧新板浅草奥山藝人盡　三代柳川一蝶斎

（絵ビラ）一英斎よし艶・画、江戸末期～明治前期、31.5 × 41.0 ㎝

（錦絵）二代・歌川貞景・画、明治 14 年（1881 年）

（森田一朗・編『サーカス』より引用）
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⑨都川市太郎　前藝　市丸

都川市太郎については不明である。演目は「胡蝶の舞」のほか、「お椀と玉」、「組み上げ蒸籠」、

「米小豆水の三段返し」、「妖怪人形手品の曲」、「竜宮浦島の曲」などを演じている。

（絵ビラ）青陽堂・画、江戸末期～明治前期、36.8 × 47.3 ㎝
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⑩太神楽一座　手品師（仮題）

文久 3年（1863 年）に来日したスイス人・アンベールが帰国後著した日本見聞記にこの図が載っ

ている。一座の名前は不明である。「胡蝶の舞」、「呑馬術」、「水芸」、「曲独楽」、「妖怪人形手

品の曲」などが描かれている。

（洋書）アンベール著『幕末日本図絵』、クレポン画、1870 年、パリ
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⑪アサキチの「バタフライ・トリック」

⑫隅田川浪五郎による蝶の舞

（新聞）THE  ILLUSTRATED  LONDON  NEWS、1867 年 2 月 23 日号、ロンドン

（新聞）LE  MONDE  ILLUATRE、1867 年 11 月 23 日号、パリ
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⑬帝国日本芸人一座　隅田川浪五郎の蝶の舞

（新聞）LE  MONDE  ILLUSTRE、1867 年 10 月 26 日号、パリ
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⑭西洋手術　元祖　柳川小蝶斎

絵ビラの上段に日本手品、下段に西洋手品がまとめられている。日本手品の中に胡蝶の舞、千

羽胡蝶が描かれている。小蝶斎は、柳川一門の手品師である。

（絵ビラ）作者不明、明治

前期、31.5 × 43.0 ㎝
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⑮ヨロパ渡り　大軽業　鳥潟小三吉

鳥潟小三吉とその妻・ドイツ人のフハンネエは、明治 9年に一時帰国している。そして、明治

13 年に仙台、山形で興行の記録がある。図はフハンネエによる胡蝶の舞である。軽業一座で

胡蝶の舞を演じているのは、確認した中ではこの 1枚だけである。

（絵ビラ）小坂虎雪・画、明治 10 年代、32.6 × 41.5 ㎝
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⑯ヨロパ渡り　大軽業　鳥潟小三吉

右欄外に「入太夫柳川一蝶斎」とあり、絵ビラの中央上部に一蝶斎の演技図が載っている。こ

の柳川一蝶斎は、ヨーロッパ巡業のときに一座を組んだことのあるアサキチと思われる。

（２）のまとめ

　絵ビラ、錦絵、新聞などから、江戸後期から明治期にかけて活躍した手品師の中で胡蝶の舞

を演じていたことが確認できた手品師は次のとおりである。それらは柳川派、養老派、鈴川派、

隅田川派、都川派に区分することができる。※カッコ内は出典の史料名。

◆初代・柳川一蝶斎（絵ビラ「元祖一流蝶の一曲」）

　※弘化 4年に柳川豊後大掾を受領。

◆二代目・柳川一蝶斎（絵ビラ「元祖一流蝶の一曲」）

◆三代目・柳川一蝶斎（錦絵「新板浅草奥山藝人盡」）

◆アサキチ（新聞「イラストレイティド・ロンドンニュース」1867 年 2 月 23 日号）

　※本名は浅之助。後の芸名は柳川蝶十郎。一時期、柳川一蝶斎を名乗ったかも知れない。

◆柳川黄蝶（絵ビラ「江戸風流手がらく里　柳川黄蝶」）

◆柳川小蝶斎（絵ビラ「西洋手術元祖　柳川小蝶斎」）

◆養老瀧五郎（絵ビラ「大坂下り　風流手品　養老瀧五郎」）

（絵ビラ）小坂虎雪・画、明治 10 年代、31.8 × 42.0 ㎝
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◆養老瀧之助（絵ビラ「太夫　養老瀧五郎」）

　 ※同絵ビラに「若太夫　養老瀧之助」と書かれているので、瀧之助も胡蝶の舞を演じていた

と思われる。

◆養老瀧翁斎（絵ビラ）「東京手品　一流水の曲　養老瀧翁斎」）

　※養老瀧五郎は明治 4年、剃髪して養老瀧翁斎と改名する。

◆二代目・養老瀧五郎（絵ビラ「刃渡り　養老瀧五郎」）

◆鈴川春五郎（絵ビラ「大道具怪談てしな」に「蝶の一曲」の見出し）

◆隅田川浪五郎（新聞「ル・モンド・イリュストレ」1867 年 11 月 23 日号）

◆都川市太郎（絵ビラ「都川市太郎」）

◆フハンネエ（絵ビラ「ヨロパ渡り　大軽業　鳥潟小三吉」）

　 ※鳥潟小三吉の妻でドイツ人女性フハンネエは、鳥潟小三吉一座で胡蝶の舞を演じている。

小三吉一座はヨーロッパ巡業中の 1867 年にアサキチと組んで興行をしているので、このこ

ろにアサキチから伝授されたものと思われる。

◆谷川定吉（『増訂武江年表』）

　※今後、新たな史料の確認により、これらの手品師は追加されることと思われる。

（３）胡蝶の舞に関する記述が載っている文献は次のとおりである。

①『増訂武江年表』　※文政 2年（1819 年）

　 文政 2年冬、「葺屋町河岸に大坂下り谷川定吉の手品興行。うかれの蝶とて扇子にて紙の蝶

をつかふ。柳川一蝶斎は是を学びしなり」

②『名陽見聞図会』　※天保 7年（1836 年）

　 天保七年「芸等は様々ある中にわずか一尺に足らぬ箱を持ち出し、中に物なき事を初めに改

め置き、さてその中より様々の物を出すに扇十本、絹二反その終わりに鶏五羽を出す。昔よ

り空箱の手づま多しといへどもこの度の繁野が如きは前代未聞なるよし。又紙にて蝶を作り、

これを働かせ見するにこれらは最も妙を得たり。その外、猿を箱より出し、或いは水の入し

中より挑燈に火のともせしを十張出す。同じ箱より濡ぬ紙数多出す。その外様々の新手をな

して評判大いによし」

③『宮島歌舞伎年代記』　※天保 15 年（1844 年）

　「天保十五年九月より芸州宮島にて柳川一蝶斎の元祖一流蝶の曲を興行」

④『エルギン卿遣日使節録』　※エルギン卿使節団は安政 5年（1858 年）に来日。

　◆奇術上演、蝶の芸当

　 しかし奇術師が来たので、われわれは失望から救われた。彼は午後遅くなってから、その職

業を表わす道具を持って付添人といっしょに着いた。そしてエルギン卿の居間を、その芸を

行なう劇場に改める仕事にとりかかった。観客は庭の中の席に並んだ。その奇術師は品のい

い老人で、目が鋭く、立派な聡明な顔立ちをして、白いあごひげを長く伸ばしていた。この
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国でこれほどすぐれた容貌を見たことはなかった。その衣装は、エジプトの魔術師がふつう

着ているものとよく似ていた。その堂々とした風采を増すのに実にふさわしいものだった。

しかもその広い襞となだらかに垂れた袖とは、奇術を演じるのにまことに都合がよかった。

ただ手品だけによる芸は、確かに他の諸国のふつうの奇術師の芸と大差ないものだった。彼

は、きわめて浅い箱からつきることなく物を取り出した。その箱は不思議なことに、いっぱ

いになったり、空になったりした。また、扇の上の卵に口を付け、その中に少量の綿を入れ、

奇術によってそれを数本の、実に立派な傘に変えてしまった。しかしこれらのことは、職業

としての奇術にすぎないので、その優劣は、専門の奇術師の判断に任せるよりほかはない。

奇術ではなく、非凡な技量を発揮してわれわれを感服させたのは、有名な人工の蝶の演技で

あった。その蝶はきわめて簡単な方法で作られた。一枚の紙を裂いた細長い紙片だけだった。

これらの紙片をさらに裂いて小さな長方形にしたものを中央でひねると、それで大体胴と二

枚の羽ができる。それからこの即席の蝶の二羽が、空中に吹き上げられ、下で動かす扇の作

用でそのまま浮いている。二羽が別々になってしまうことを防ぐためばかりでなく、その動

きを好むままに導くために、きわめて注意深く、また科学的に操作することが肝要である。

さて蝶は、たがいにたわむれ、後を追うかのように高く舞い上がり、たちまち寄り添い、た

ちまち遠ざかる。同じ扇が二羽の上にどのように働くのか不思議である。それから二羽はそ

ろって近くの潅木の葉の上に羽を休めるというところだが、もっと奇妙なことに、その扇の

端に静かに止まるのである。この所作が、演技者に要求していた激しい注意力は、その芸が、

観客にとっては実に容易なように見えても、それがあらゆる技術の訓練を呼び起し、また上

達の域に達するまでに、疑いもなく長い間の練習を含んでいたことを示していた。

　 　その演技を続けている間、奇術師は例の親愛の態度でたえずしゃべり続けていた。そして

委員たちの間に巻き起した爆笑や肥後を笑わせた限度から判断して、彼の言葉はよほど滑稽

な性質ものだったに違いない。もっとも彼は、終始きわめて冷静な謹厳な態度を保っていた。

⑤倉田喜弘・著『海外公演事始』

　 1867 年 2 月 9 日、イギリスのセント・マーチン・ホールで日本人一座が公演した。アサキ

チの蝶の舞、  松井源水の曲独楽を見たロンドン・タイムズの記者は次のように述べている。

「一枚の紙を細かくちぎったアサキチサンが、二本の扇であおぐと紙片は乱舞する蝶となっ

て花と戯れる。また源水の独楽は、水平垂直、思いのまま。あるいはひもの先端で回り、あ

るいは天井からぶら下げられた箱へと飛び移る。トリックがあるならそれを考案した彼らの

頭脳は素晴らしい。トリックがないなら彼らの演技はこの世の奇跡だ」と感想を述べている。

４．調査の結果

　現存する奇術文献、史料を調査した結果、次のことを確認することができた。

①手妻「胡蝶の舞」は江戸時代に考案され、完成された日本独自の芸である。

② 胡蝶の舞は、江戸時代には「うかれの蝶」と呼ばれ、演目名は「蝶の一曲」である。アメリ
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カ、ロンドンでは「BUTTERFLY  TRICK」と呼ばれていた。

③ 『増訂武江年表』に「文政 2年に大坂の谷川定吉が柳川一蝶斎に浮かれの蝶を伝授した」と

いう記録があるものの胡蝶の舞の考案者を示す史料は存在せず、考案者を特定することはで

きなかった。しかし、この記録によって考案者は谷川定吉を含む大阪の手品師であろうと推

測される。

④ 「胡蝶の舞」を発展、完成させた手品師は、初代・柳川一蝶斎と思われる。

　 その理由として、次の点があげられる。初代・柳川一蝶斎の絵ビラには、1どれも「元祖蝶

のいっきょく」の見出しがある。2 蝶をデザインした家紋が描かれている。3 胡蝶の舞の

演技図が絵ビラの中央に描かれている。4 蝶の絵が描かれた扇を使用している。5 芸名が

一蝶斎である。6 弘化４年に柳川豊後大掾を受領している。7 一蝶斎の門人は、胡蝶の舞

を演じている。これらの理由から初代・柳川一蝶斎は「胡蝶の舞」を十八番としていたとと

もに、この芸を完成させた人物であろう。

⑤胡蝶の舞を演じていた手品師の流派は、柳川派、養老派、鈴川派、隅田川派、都川派である。

⑥ 胡蝶の舞の明確な手品伝授本は見当たらない。しかし、もし挙げるとすれば『妙術座舗手品』

と『柳川種調之傳』である。

⑦ 伝授の史料が一つも残されていないので、正確な技の伝承はすべて口伝であったと解釈でき

る。言い換えれば、秘伝を書き記すことは、固く禁じられていたといえる。

⑧ 太夫は口上を述べながら演じている。また、一定の振りのポーズが認められる。お囃子は笛、

太鼓、三味線である。それらにより胡蝶の舞は一定の型を持った総合芸術である。

⑨ 胡蝶の舞の変遷については、初めは一羽蝶の演技であったが、それが二羽蝶へと発展し、後

に千羽胡蝶が加えられたと伝えられている。現在演じられている胡蝶の舞は、最後のクラ

イマックスで 2羽の男蝶女蝶が千羽胡蝶となって飛び散っていくという演出で演じられてい

る。「エルギン卿遣日使節録」と「アサキチサンの蝶の舞」の記事には千羽胡蝶の様子が描

かれていないので、当時はまだそのような方法がおこなわれていなかったと思われる。外国

で発行された文献にはどれも 2羽の蝶の場面が写真のように描かれており、千羽胡蝶の図は

一つも見当たらない。しかし日本で発行された江戸期の絵ビラには、千羽胡蝶と思われる絵

が載っているものがあり、千羽胡蝶の成立時期については、判断の分かれるところである。

⑩ 江戸期、明治期に活躍した手品師・吉田菊丸は、その絵ビラを見る限りでは、水芸を演じて

いるが、胡蝶の舞は演じていない。

⑪ 明治時代に活躍した西洋奇術師である初代・帰天斎正一、松旭斎天一、ジャグラー操一の絵

ビラには胡蝶の舞を演じている図は見当たらない。

　※天一は日本古典奇術「水芸」を演じている。

⑫ 軽業一座の絵ビラを調べた結果、早竹虎吉一座では「行灯渡り」、「金魚うつし」、櫻綱駒寿

一座では「ろうそく渡り」、曲独楽の竹沢藤次一座は「水芸」などの手品を演じているもの

の胡蝶の舞は演じていない。すなわち鳥潟小三吉一座以外では、軽業、足芸一座で胡蝶の舞
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を演じていることを確認できる史料は見当たらない。

⑬ 幕末期の日本人芸人による海外巡業の場合、軽業、足芸、曲独楽、手品などバラエティーに

富んだ演目で一座を組んで出かけている。一座の手品師は、外国人に人気の「胡蝶の舞」を

持ち芸にしていたと思われる。幕末期、海外に巡業に出かけた一座は、鉄割福松一座、日本

人一座、鳥潟小三吉一座、帝国日本芸人一座、ミカド一座、大竜一座、フジヤマ一座、早竹

虎吉一座などである。

⑭ 幕末期に海外巡業に出かけた一座で、手品師による胡蝶の舞の初演は次のとおりである。鉄

割一座のアイノスケ（1866 年 12 月 10 日、サンフランシスコ、オペラハウス）、帝国日本芸

人一座の隅田川浪五郎（1867 年 1 月 9 日、サンフランシスコ、アカデミー・オブ・ミュージッ

ク）、日本人一座のアサキチ（1867 年 2 月 11 日、 ロンドン、 セント・マーチン・ホール）、 グ

レート・ドラゴン一座の蝶之介（1867 年 12 月 26 日、メルボルン、プリンセス劇場）。

⑮胡蝶の舞を最初に海外に紹介した文献は 1859 年発行の『エルギン卿遣日使節録』である。

⑯ 日本国内において、最初に外国人（エルギン卿使節団）の前で胡蝶の舞を演じたのは、初代・

柳川一蝶斎であろう。

《あとがき》

　わが国において、江戸末期は手妻の最盛期であった。養老瀧五郎（大坂）、柳川一蝶斎（東都）、

鈴川春五郎、吉田菊丸など何人もの手品の名人が輩出した。ところが、時代は明治になり、文

明開化とともに西洋の奇術が一気にわが国に導入されてきた。西洋奇術の目新しさ、奇抜さは

目を見張るものがあり、人々はこれを歓迎した。そのため、手品師は西洋奇術を追い求め、初

代・帰天斎正一、ジャグラー操一、松旭斎天一らの西洋奇術師が誕生した。そのため、日本手

品は衰退の一途をたどったのである。松旭斎天一や弟子の天勝は日本古典手品の「水芸」や「夕

涼み」をプログラムの中に入れていたけれども、時代の流れは変わらず、昭和 30 年以降も欧

米の優れたマジックが次々と紹介され、マジシャンは競って欧米のマジックを追い求めた。そ

んな時代であったけれども、日本手品が全く途絶えたわけではない。一陽斎正一、三世・帰天

斎正一、三代目・吉田菊五郎、一徳斎美蝶は日本手品をこよなく愛し、いくつかの日本手品を

持ち芸としていた。なかでも昭和の名人、三世・帰天斎正一の「浮かれの蝶」は至芸と言われ

た。このように日本手品は、細々とではあるが彼らとその愛好者によって受け継がれていた。

　一方、創作の日本手品では、昭和 28 年（1953 年）東京アマチュア・マジシャンズ・クラブ

の林伯民が「如意独楽」を発表。後に創設された第１回石田天海賞を受賞した。また、海外で

は、島田晴夫が「和傘のプロダクションとドラゴン・イリュージョン」を完成させ、 1972 年～

76 年、アメリカで 5年連続のベストステージマジシャン・オブ・ザ・イヤーに選ばれた。

　近年、  日本古典手品の優美で繊細な技が再評価され、  文化庁は平成 9年（1997 年）、  和妻を

「記録作成などの処置を構ずべき無形文化財」と指定した。第 9代日本奇術協会会長の北見マ

キは平成 17 年、単行本『和妻』を刊行した。その中で「胡蝶の舞」の方法を詳細に記録した。
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また、2007 年度には、文部科学省の「本物の舞台芸術鑑賞事業」として、芸術祭大賞受賞の

藤山新太郎が東京イリュージョンとともに全国各地の小学校、中学校、高等学校に出向き「水

芸」、「胡蝶の舞」などの日本手妻を披露した。

　「胡蝶の舞」は日本手品の最高傑作のひとつである。日本独自のこの手品は繭糸と和紙とい

う日本文化があったからこそ、芽生え完成されたものである。今も、その技は、松旭斎正恵、

北見マキ、藤山新太郎、6代目・帰天斎正一らのマジシャンによって受け継がれている。

日本が世界に誇る「胡蝶の舞」をはじめ、日本手品の継承と発展を願うとともに日本手品を愛

する若手マジシャンの登場やファンの広がりを期待したい。（文中敬称略）

三世・帰天斎正一の「浮かれの蝶」
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「胡蝶の舞」関連資料一覧

No 種別 書　　　　名 仕掛け・挿絵 刊行年 備　　考

1 伝授本 神仙戯術 化学手品 元禄 9年（1696）陳眉公・著

2 伝授本 続さんげ袋 糸と欄間 享保12年（1727）環中仙・著

3 伝授本 仙術夜半楽 しゅろの毛 宝暦 5年（1755）幾篠・述

4 伝授本 絵本一興鏡 しゅろの毛 明和５年（1768）幾篠・述

5 伝授本 秘事百撰　初編 ヒョコの解説 文政10年（1827）智徳斎・著

6 伝授本 手妻早稽古 しゅろの毛 文久 2年（1862）柳川一蝶斎・序

7 伝授本 手品傳受集 しゅろの毛 文久 2年（1862）柳川一蝶斎・序

8 伝授本 手妻早傳授　初編 しゅろの毛 嘉永 2年（1849）十方舎一丸・著

9 伝授本 手づま傳じゅ しゅろの毛 江戸末期 十方舎一丸・著

10 伝授本 長崎傳法手じな早指南 しゅろの毛 江戸末期 十方舎一丸・著

11 伝授本 手妻山早合点　初編 しゅろの毛 江戸末期～明治 十方舎一丸・著

12 伝授本 新版手じなでんじ 表紙絵 江戸末期 十方舎一丸・著

13 伝授本 座敷即興手妻 糸と欄間 江戸末期 松旭坊・著

14 伝授本 新撰弄碗珠の種 糸と欄間 嘉永 2年（1849）松旭坊・著

15 伝授本 新撰てづ満の種 糸と欄間 嘉永 2年（1849）松旭坊・著

16 伝授本 の種 糸と欄間 明治初期 松旭坊・著

17 伝授本 妙術座鋪手品 糸 江戸末期

18 伝授本 新曲ざしき手づま 表紙絵 江戸後期 旭文亭

19 伝授本 新曲ざしき手づま　珍曲秘伝 表紙絵 江戸末期

20 伝授本 座しき手づま 表紙絵 江戸末期 歌川一宝斎

21 伝授本 座しき手品はやしなん　下 表紙絵 江戸末期

22 生物細工七ケ条 演技図 江戸末期

23 和　本 謎々盡春の淡雪 演技図 江戸末期

24 和　本 謎なぞ春の雪　二編 演技図 江戸末期

25 伝授本 花之笑顔 糸 江戸末期

26 伝授本 西洋手品不思議之傳受 表紙絵 明治前期

27 伝授本 手品玉手箱 見返し挿絵 明治前期 梅華亭板

28 伝授本 柳川種調之傳 ヒョコの図 明治前期

29 伝授書 西洋手術 明治前期

30 英人手術・日本手しな伝授二十四通 明治前期

31 伝授本 西洋魔法鏡 扇に糸を付ける 明治18年（1885）綿引辰之助・編

32 伝授本 萬國奇術秘法 扇に糸を付ける 大正 7年（1918）綿引尊照・発行

33 伝授本 西洋利学伝授物　中 茶碗に糸と錘 明治19年（1886）安江文五郎・編
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34 草　稿 日本西洋手品一覧 演技図 明治前期 作者不明

35 一枚刷 座敷なぐさミ ヒョコの図 江戸末期

36 一枚刷 座舗手からくり ヒョコの図 江戸末期 森竹平司・発行

37 一枚刷 蝶を踊らす（仮題） ヒョコの図 江戸末期

38 絵ビラ 元祖一流蝶の一曲　東都　柳川豊後大掾 演技図 弘化 4年（1847）

39 絵ビラ 怪談大仕掛座鋪手品　豊後倅  柳川一蝶斎 演技図 江戸末期

40 絵ビラ 元祖一流蝶の一曲　文蝶改  二代目柳川一蝶斎 演技図 弘化 4年（1847）

41 ビ　ラ 柳川豊後大掾襲名披露興行 記事 江戸末期

42 絵ビラ 江戸風流手がらく里　柳川黄蝶 演技図 江戸末期

43 絵ビラ 大阪下り風流手品　養老瀧五郎 演技図 江戸末期

44 絵ビラ 太夫　養老瀧五郎　太夫　養老瀧之助 演技図 江戸末期

45 絵ビラ 東京手品一流水の曲　養老瀧翁斎 演技図 明治前期

46 絵ビラ 刃渡り　養老瀧五郎（仮題） 演技図 江戸末期

47 絵ビラ 都川市太郎 演技図 江戸末期～明治

48 絵ビラ 大道具怪談てしな　鈴川春五郎 見出し 江戸末期～明治

49 絵ビラ 西洋手術　柳川小蝶斎 演技図 明治前期

50 絵ビラ ヨロパ渡り　大軽業　鳥潟小三吉 演技図 明治前期 妻・フハンネエ

51 錦　絵 新板浅草奥山藝人盡 明治14年（1881）二代・歌川貞景

52 洋　書 幕末日本図絵「手品師」 演技図 1870 年 アンベール著

53 ポスター 帝国日本芸人一座 演技図 1867年 5 月24日 ニューヨーク

54 新　聞 帝国日本芸人一座 演技図 1867年 6 月15日 ハーパース・ウイークリー

55 新　聞 帝国日本芸人一座 演技図 1867年10月26日 ル・モンド・イリュストレ

56 新　聞 隅田川浪五郎の「蝶の舞」 演技図 1867年11月23日 ル・モンド・イリュストレ

57 新　聞 アサキチの蝶の舞 演技図 1867年 2 月23日 ロンドン・ニュース

58 新　聞 外国人女性マジシャン 演技図 1893年 ロンドン・ニュース

59 雑　誌 奇術研究　  6 号 演技写真 昭和32年（1957）ジャグラー都一・出演

60 雑　誌 奇術研究　70 号 解説 昭和49年（1974）

61 写真帖 三世・帰天斎正一「胡蝶の舞」 演技写真集 昭和期

62 三世・帰天斎正一「胡蝶の舞」直伝書 昭和期

63 テレビ ＮＨＫテレビ「ある人生　浮かれの蝶」 演技 昭和43年（1968）三世・帰天斎正一

64 テレビ ＮＨＫテレビ「江戸の頭脳に挑戦」 演技 平成18年（2006）藤山新太郎・出演

65 単行本 図説・日本の手品 解説 昭和45年（1970）平岩白風・著

66 単行本 日本手品宝華集 解説 昭和61年（1986）山本慶一・著

67 小冊子 和妻ノート　 解説 平成３年（1991）山本慶一・著

68 冊　子 和妻への招待　 解説 平成４年（1992）山本慶一・著
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69 単行本 追悼 山本慶一の軌跡 解説 平成18年（2006）山本繁子、小野敏也・編

70 単行本 緒方奇術文庫書目解題 解説 平成 4年（1992）国立劇場資料課・編

71 小冊子 胡蝶の舞い 教本 平成 8年（1996）北見マキ・著

72 単行本 和妻 教本 平成17年（2005）北見マキ・著

73 古記録 谷川定吉の手品興行 記事 文政 2年（1819）増訂武江年表

74 古記録 女手妻興行 記事 天保 7年（1836）名陽見聞図会

75 古記録 柳川一蝶斎の蝶の曲 記事 天保15年（1844）宮島歌舞伎年代記

76 洋　書 エルギン卿遣日使節録 記事 1859 年 オリファント著

77 単行本 見世物研究 記事 昭和 3年（1928）朝倉無聲・著

78 単行本 ニッポン・サーカス物語 記事ほか 平成 5年（1993）三好一・著

79 単行本 海外公演事始 記事ほか 平成 6年（1994）倉田喜弘・著

80 雑　誌 ワンツースリー　８号 解説 平成 7年（1995）平岩白風・著

81 複製本 私家版　神仙戯術　 現代語訳 平成 8年（1996）高田史郎・著

82 複製本 私家版　続懺悔袋　 現代語訳 平成 9年（1997）高田史郎・著

83 複製本 私家版　仙術夜半楽　 現代語訳 平成11年（1999）高田史郎・著

84 複製本 私家版　秘事百撰　 現代語訳 平成 7年（1995）高田史郎・著

85 複製本 私家版　長崎傳法手じな早指南 現代語訳 平成 8年（1996）高田史郎・著

86 複製本 私家版　座敷即興手妻　 現代語訳 平成 7年（1995）高田史郎・著

87 単行本 世界の魔術「アサキチの蝶の舞」　 翻訳本 1975 年 Ｍ・クリストファー著

88 雑　誌 ザ・マジック　67 号 論文 平成18年（2006）松山光伸・著

89 雑　誌 ザ・マジック　68 号 論文 平成18年（2006）松山光伸・著

※確認した文献、史料を掲載（2007.9.20　河合勝・作成）
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